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◆事業の目的と背景

１．事業の目的 

上越市大島区に原生する広大なブナの森「田麦ぶなの森園」及び閉鎖中のキャンプ場など

の周辺施設を、ニューノーマル時代における新たな観光資源として活用し、交流人口増加に

よる産業振興と地域コミュニティの活性化を図る。 

２．背景 

上越地域でも代表的な中山間地域である大島区。その旭（あさひ）地域には、９０ha に

もなる広大なブナの森林「田麦ぶなの森園」がある。人の住む集落にこんなにも近くて広大

なぶなの森林は極めて珍しいと言われており、何百年にもわたり、集落と田畑の水源として

重要な役割を果たしてきた。 

このぶなの森林は「田麦ぶなの森園」として整備され、上越市が維持管理をしてきたが、

すでに閉鎖中の園内キャンプ場を含めて、歳出削減のため令和４年度に維持管理事業を廃

止されることが決まっている。今後の維持管理は地域住民に任されることになるが、旭（あ

さひ）地域では、高齢化・過疎化が進み、いわゆる限界集落が多く存在している。このまま

では地域の担い手が減少し、ぶなの森林を含めた地域の文化や資源の保存・維持管理も難し

い状況である。 

そこで我々は、田麦ぶなの森園及び園内キャンプ場の管理を上越市から引き継ぐととも

に、それらに新しい価値を与えて資源として活用し、地域を活性化させるべく「里山イノベ

ーション研究会」を立ち上げた。 

今回の申請事業は、ぶなの森園及び園内キャンプ場を再整備して新たな観光コンテンツ化

することである。折からのキャンプブーム、そしてコロナ禍で叫ばれている密を避けるニュ

ーノーマルスタイルにより、ぶなの森園やキャンプ場という資源は、むしろこれからが本当

に必要とされるものであり、より貴重な資源となるはずである。そして、その世の中の流れ

をうまく利用して里山に小さくても新たな魅力ある産業を興すことができれば、高齢化・過

疎化に悩む大島区でも若者に居場所や働く場を提供できる。それによって、人口流出を減ら

し、地域コミュニティを活性化できると考えている。 

◆活動実績

１．ホームページの作成 

上越市のホームページに田麦ブナの森園の紹介コーナーは存在するが、その魅力や楽し

み方を充分に伝えられておらず、園内キャンプ場についての紹介も無い。そこで、田麦ブナ

の森園キャンプ場のサイト紹介・予約、ブナの森の紹介、イベントの案内ができるホームペ

ージを作成した。今後より内容を充実させていく。 

ホームページアドレス：https://satoyama-innovation.jp/camp



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ぶなの森園案内看板等整備 

 車で来る人がわかりやすい様に、キャンプ場への案内看板を新たに設置した。また、老朽

化してわかりにくくなっている園内の紹介看板を新設し、キャンプ場の見やすい場所に設

置することとした。 

 

 

３．ぶなの森園キャンプ場のサイト整備・駐車場増設 

①利用再開に向けて、キャンプサイトの草刈り・通路の拡張などの整備を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②ぶなの森園クリーンアップハイキングを実施。園内の遊歩道の草刈り、落ち枝拾いを一般

ボランティアと共に実施した。 

開催日：６月２６日（土） 

参加者：４０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③１０以上あるサイト数に比べて駐車場の広さが足らないため、新規に駐車場を増設する

予定であったが、当初は上越市から了承を得ていたものの、普通財産化がまだだったため、

施工が出来なかった。今後、普通財産化され次第、計画を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車場増設予定地 

キャンプサイト 

既設駐車場 

（未施工） 



４．ＰＲイベント（ブナフェス２０２１）の開催 

２０２０年に続き２回目となるキャンプフェス「ブナフェス２０２１」を開催し、ブナの森

園及び園内キャンプ場の認知を広める計画であったが、荒天により中止となってしまった。 

 

 

 

 

 


